
今年も1年生44名が、平成28年6月17日（金）に、『日本語検定試験』を
受検しました。44名のうち、42名は4級、2名は3級に挑戦し、優秀な成績
で 全員合格 という快挙を成し遂げました(*‘∀‘)

そして11月初旬、成績が優秀と認められる団体に贈られる『東京書籍賞
優秀賞』をいただきました。



日本語検定試験って??
日本語検定試験は、『敬語』『文法』『語彙』『言葉の意味』
『表記』『漢字』の6つの領域から幅広く出題され、日本語の総
合力を測定する試験です。総合得点率70％以上で合格ですが、
それぞれの領域で基準ラインに達していないと合格できません。

1年生は、これらの基準を見事クリアし、全員合格!!岡山県の専
門学校で賞をいただいたのは、岡山赤十字看護専門学校だけ
です(*‘∀‘)

おめでとう！



直撃インタビュー( ｀ー´)ノ
1年生6名に聞きました☆

Question1 どのように勉強しましたか。
【Aさん・Fさん（4級取得）】テキストを解きました。

【Bさん（4級取得）】テキストを解く以外、特別なことはしていません。

【Cさん（4級取得）】テキストを解き、学校でのプレテストに臨みました。しかし、
合格点の70％を取ることができませんでした。そこで、自分の弱い領域をや
り直すように勉強しました。そして無事合格することができました。

【Dさん（3級取得）】3級のテキストを購入し、気が向いた時に解きました。あま
り根を詰めてはやっていません。

【Eさん（3級取得）】3級のテキストを購入して、問題を解きました。一通り解い
て解説を読み、分からない言葉を解説に書き込みました。テキストの問題は
二回解きました。



Question2 検定取得にあたり、苦労したことを教えてください。
【Eさん（3級取得）】暗記ものではなかったので、自分がきっちり納得するま
で終わらせられませんでした。そのため、勉強に時間がかかってしまった
ことが大変でした。

Question3 日本語検定を、今後どのように活かしたいですか。
【Aさん（4級取得）】患者さんと接する時に適切な言葉遣いができるよう、参考にし
たいです。

【Bさん（4級取得）】正しい日本語を知ることができたので、公の場で話す時に役
に立つと思いました。

【Cさん（4級取得）】目上の人と話す時に活かせると思います。

【Dさん（3級取得）】普段から美しい言葉遣いができるよう、参考にしたいです。

【Eさん（3級取得）】今後、説明や指導をする立場になった時、

適切な言葉や表現が使えるようになるための自信に繋がると

思います。

【Fさん（4級取得）】 3級にチャレンジして、上を目指したいと

思いました。


